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＜おことわり＞　本冊子における性の多様性に関連する用語及びその解釈等については、
取材した二人のそれぞれのお考えを尊重し、必ずしも全体の統一を図っていません。

　性の多様性を、私たちはどのように理解したらよいのでしょうか。そして、何を実

践していくことが大切なのでしょうか。

　今では小学生から大学生まで性の多様性を学んでいます。社会の関心も高まり

つつあるように見えます。しかし、聞きなれない言葉も多く、わかりにくいという印象

がつきまとうかもしれません。その一方で、より具体的に実情を知りたいという気持

ちが生まれることもあると思われます。

　多様性を認め合い、誰もが住んでよかったと思えるまちに……。

　小中学校で、大学で、それぞれ教育に携わるお二人を訪ね、そのヒントを伺いま

した。
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▶

https://www.city.abiko.chiba.jp/shisei/kyoudousankaku/partnership/seidogaiyou.html

